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ろ
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灰
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：
め

：
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斤

潘

凑

の
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ン

ゲ

へ

ル

ズ

批

判

の

靡

に

权 

^

:#
对
::
?
,
:
^
<
;©
個
別
的
^
ま

:̂:;:

法
則 g

認

識

-^
の
.間

：
に.は
.、.
^
:
1
の

^

間
 

が
必
要
と
さ
れ
.る
と
.
.い
う
.と
，と
を
考
撤
し
な
い
^.
急
さ
が
.み
.
.ら
れ
.る
よ
う
.に
思
. 

ゎ
れ
る
。

. 

,

:;
:■一

以

上:̂
'
'.若

^

の

意

見

を

述

：
ベ

允

：
が

、
：
本

* -
は

ぽ

う

大

.
な

史

#■
を

駆

使

じ

て

の

へ

 

労
作
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
き
わ
め
て
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
>し
 

と
に
深
い
感
謝
を
さ
さ
げ
て
箏
を
お
く

。
：
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n
g
e
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u
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•
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Lo.
n
i
n
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Stalin, 

,,zur 

deutschen 

geschichte

パ Bd. 

IL. 2. 

Halbband.

七
ニ
、
.

(

八
四
八)

.
私
は
> 

こ
の
論
文
を
読
む
機
会
を
も
た
な
い
が
、
ィ
ヱ
ル
サ
リ
ム
ス
キ
ー
こ
ょ 

る
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
こ
の
論
文
で
つ
ぎ
の
点
か
ら
工；\

ゲ
ル
ス
を
批
判
し
て 

1
る
と
や
ぅ
。
第

1
'

エ
ン
ゲ
ル
人
は
九
〇
年
代
の
0
:シ
ア
.
ッ
ア
ー
リ
ズ
ム
の

、ぅ
場
交
瓞
策
老
鄭
廣
贫
る
每
^

つ
卜
層
重
要
^

フ
れ
つ
規
定
ぎ
要
因
を
見
逃
し

〜

て

：
ル

る.:
0

と

く^ .
.

沒̂

.

ル

ネ
 

シ
ア
の
.コ
ン 

、
へ

み;:
^
叙
ザ
ノ
；.丨
プ
ー
れ
ー
-
野
遭
表
ン
全
^
カ
与
グ
パ
友
動
の
最
後
の
強
カ
な
砦
と
：

、
--
L
て
の
ッ
ァ
ー
ル
権
力
の
從
割
と
を
過
大
視
し
て
い
る
。
第
一
-
>
 

当
時
す
で
こ
，®
 

,'
要
*
役
激
を
腐
:1
:
^
.
,
植
.民
地
、
■販
売
お
ょ
び
投
資
市
場
、
：原
料
資
源
を
め
ぐ
る■ 

.

.
'
'.
■;
.
.̂.国
主
義
的
列
^
間
.の
対
立
要
因
を
度
外
'視
し
.，て
‘
..
い
；る
。
.
.
第
三
，、
こ
の
た
め
来
る 

'
バ
ザ
世
界
^

要

因

と

；
し

、
て
め

.英
国
の
役
割
と
、；当
時
す
で
^
质
黔
な
意
義 

を
も
つ
に
至
っ
た
英
独
間
の
対
立
を
無
視
し
て
い
る
。
，
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七
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書
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評
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中

村

吉

治>
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田
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V
隆
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-
.

矢

木

明

夫

，

.
村
長
利

根

朗t
:
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『

解

体

期

封

建

農

村
0.
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破

究
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へ
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速
'
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水
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'*
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て
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.
；
.
；
.
.
：

中
村| 
ロ
'
教̂
授
：を
^'
心
と
'す

る

研

究

；
.ダ
ー

ル
ト

プ
.は
、::
:

.

東

北

.

.
の

Y
I
.
,
.農
村 

岩
手
県
煙
山
村
^
-
:'©
歴
史

.̂;.:経
済
沈
ぶ
び
祀
佘
史
め
面
か
が
分
說
さ 

九
、：

そ
0
厚
味
の
> ^
る
成
^<:

は
斯
界
の
^i

目
を
惹
い
だ
。
本
書
は
^ :
れ
；に
引
^
 

き
，
同
グ
，ル
ー
プ
が
世
に
問
ぅ
第
二
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
前
者
が
い
わ
ゆ
る 

後

,
驰
と
し

.て
：の
東
北
ー
農
村
を
取
り
上
げ
た
の
に
対
し
、
本
書
は
、
幕
末
以 

後
、
輪
出
産
業
の
中
孩
と
し
て
日
木
資
本
翁
発
展

.の
_

な

j

翼
を
担
つ
.た 

(

生
糸)

.製
糸
業
の
中
心
で
あ
る
長
野
県
謝
訪
地
方
，の
一
農
村
を
対
象
と
し
て

力
選
は
れ

.：'

.六
年
間
の

..調
迸

.の

.成
^ -
を

ま

と

め

ら

れ

た

の

で

あ

る

.
。
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.
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◎
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賓
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太̂
⑩

の
^
晝
に
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以
下
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.ず
ょ

，
ぅ

な

片

寄

0
た
紹
介

V
:批 

評
を
な
す
こ
と
は
甚
だ

'し
く
礼

^
失
す
る
も
の

.で
あ
る
が
、
評
者
の
能
力
か
ら 

言
克
ば
已

-t
f
を
得
な
い
と
こ
ろ
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あ
.る
，の
で
1
、以
下
第

：
！
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ニ 

•ー.ー「

章
を
中
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そ
め
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介
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干
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ま
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目
録
及
び
章
別
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岩
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六
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セ

四

頁

。
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泰

，
へ
で
^

:

搏
.
ー
#

味

本

書

に
お
.け

る

：研

究

視

角

：
を

'
明

ら

.
か

に

し

f

e

も

の

で

、
.
：

「

問

題 

.
の

所

在

a
"

;:-
1珊

究

對--
^
に

、
っ

い

。
て

ち

尝

節̂
^

:

者

被

琪

全

体

ぞ

し

眞

ー

»

レ
.た

共
? 1
;
の

問

題

意

識

」

：.
と

し

て：「

幕

藩

体

制

と

い
 

う
も
の
を
日
本
史
の
中
で
い
か
な
る
時
f t

，の
、

い
か
な
る
段
階
と
し
：て
規
定
す 

々

か』

>

と
4

'-
5

毕

心
.

：課

題

办̂
;«
:
^
、
M

生

制

発

勝

.及

び

商

品

流

通

の

発

展
 

と
い
う
二
つ
の
要
素
が
、
村
や
家
の
内
部
で
如
何
に
そ
れ
レ
を
変
化
さ
せ
な
が 

办
嗔
^

*

て
布
く
か
^

い
；
-5
'

事
め
追
求
を
貧
言
さ
^ '
:

て
い
.る
。'
っ
.い
で
.、
各

章
. 

.；

の
視
角
及
び
.概
要
が
.述
.
ベ
.ら
れ
.て
.
い

る
,0

こ
こ
. 

'に
.は
重
要
.な
提
言
^

い
.
.く
.，っ
.が 

含

ん

で
- 1

.る
の
で
爲
る
.*か

後

忆
.各
章
の
紹
奇
を
す
'る
際
..に
触
れ
.る

，
こ

と

.
に

し 

^

I

た
だ
一
つ
明
確
に
し
て
置
く
必
要
の
あ

る

.こ
と
，は
、
本
書
の
著
者
は
，



共
通
し
て
、
幕
藩
体
制
を
、
封
建
社
会
の
解
体
期
又
は
崩
壊
期
と
し
て
捉
え
て 

い
る
-
.ど
：で
あ
'み
ぅ
。っ
,-
办
民
、
.® :

社
会
確
立
説
^
対
す
を
证
面
が
ら
0
'桃
戦
で
あ
'̂
;

^
そ
0-
:意
味
で
本
書
の
：タ
ネ
ン 

ト
ル
を
.理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

;'

第
赘
一
：
章

被
"

"
：̂
わ

ば

今

井

村

：を

と

'
り
：
ま
：
:̂

社

会

的

環

境

支
1,

て

、
；
«

訪

藩
、
3
 

吏

に

は§

体

制

自

身

龄

関

术

か

考

察

で

：

:-「

禱

体

制」

發

額

詼

藩

の

.成1£
-
'/
;

';
:'

:「

換
地
と.
.
類
訪
藩」

、「「

課
訪.
の
武
家」

、：ぃ
.-
!'

友
配
機
構J

、. 

H
&

J、
：：

か

：
ら

な

：

?>
ぐ

既

い 

に
こ
0 .
章
の
著
者
に
ょ
り̂

論
次
の
形
：で
へ
い
く
や
か
办
業
績
が
発
表
さ
办
、

^

 

者
も
冬
れ
ら
か
.ら
教
示さ
れ
ん
：ど
'：こ
ろ
も
多
か
々
た
1>
、

；.
文
若
干
于
の
疑
問
も
提，
：、 

示
し
て
お.
い
/-
。へ
：

(

拙
稿「

検
地
帳
登
録
人
を
：め
ぐ
っ
て

J
——

T
:

一
 1

|

田
:学
会
雑
誌̂: 

第
五
千
四
卷
第
十
ン7-?
号
及
び
第
五
十
玄
卷
第
七
号
所
収
1

参
照
。

)

ぷ
氏
の̂

.て
；主
張
ざ
れ
石
：ど
ご
ろ
：は
、：：幕
藩
体
制
が
石
高
制
と
い
ぅ
ー
土
地
と
め
直
接
的
結 

合
を
欠

1'
:
た
、
抽
象
的
な
一
づ
の「

量」

の
上
に
築
か
れ
て
い
る
制
度
で
あ
っ 

て
、
ぞ
れ
ぽ
封
建
社

^'
.が
窕
質
も

>
崩
壊
し
て
行
く
過
程
に
規
わ
，れ
る

1>
-
の
で

\ 

あ
る

0
従

？
て
：、：

検
地
に

U
て
：も

r
太
閤
検
地
、

.V

或
い
は
初
期
検
舨
が

#
他

有

，
 

建
社
会
か
ら
近
世
封
建
社
会
べ
の
変
革
に
際
し
て
有
す
る
意
義
が
認
め
：な
が
ら 

も
、
こ
れ
を
封
建
制
確
，立

o'
指
標
と
し
て
と
ら
え
る
事
に
は
強
く
反
：対
し
、
作 

成
さ
れ
た
换
地
帳
ゆ
免
析
に
つ
い
て
も
、: .

そ

_の
名
請
人
が
物
語
る
も
の
は
、
形 

式
的
な
も

^
に
.す
ぎ
ず
、
.：こ
れ
を
.：

「

封
建
的
小
農
民」

の
単
位
と
し
て
と
ら
え
パ 

る
亊
ル
全
ぐ
否
定
さ

^
を
の
で
あ
る
。

つ
：ま
り
、
幕
府
対
大
名
、
大
名
激
家
臣： 

'の
関
係
：は

/'
-右
髙
に
ょ

0
て
先
行
さ
れ

.た
擬
制
的
な
：関
係
で
、
.そ
れ
は
大
名

 ̂

家
格
と
し

.て
固
定
化
す
る
の
で
あ
り
、
又
、
知
行
の
量
と
し
.て
定
め
ら
れ
る 

も
の
で
あ

る

。

.そ
れ
故
、
土
⑽
に
し
て
の
領
有
と
い
う
事
に
な
る
と
、
む
し

ろ
薄
弱
な
関
係
し
：が
存
奄
し
每
い
。
.
検
地
の
結
果
::
'
所
領
0
石
高
が
定
ま
：る
の
：
 

'で
a
な
べ
；'
:
:
'石
氟
が
：定
ま
っ
て
;̂
て
、：
免
：れ
に
：見
合
ぅ
石
高
を
打
ち
出
す
の
が
. 

.

初
期
検
地
©,
原
則
.で
あ
る
と
さ
れ
：る
'。
■そ
れ
故
太
閤
検
地
の
.諸
法
吟
に
見
出
さ 

:
.れ
る
方
向
ば
と
；も
が
：く
、'
.
1
出
来
土
0
.た
検
地
帳
1
、''
.
'法
令
が
>:
'

の
程
度
貫
徹
さ
，
 

れ
.て
：い
る
か
は
疑
問
と
な
る
.の
で
.あ
る
。
.
，

.

氏
は
こ
こ
で
、今
井
村
に
残
る
検
地
帳
g

長
三
ハ
キ
•
慶
安
元
年
.
元
^
一
 

ー$
 

を
分
析
さ
れ
、
さ
ら
に
、
元
禄
ニ
年
に
お
け
る
宗
門
帳
と
の
賜
合
を
行
ぅ
こ
.と 

に
よ
o'
て
、
氏
の
所
説
を
検
証
さ
れ
て
い
•る
。
そ
し
て
、
氏
に
従
え
ば
初
期
検 

地
帳
に
見
出
^

れ
办
る
多
数
.の
零
細
な
登
録
人
は
、.
決
し
y

-:
不

農

民

自

立

政
 

策J「

の

実

現

で

は

；
な

：
ぐ

て

、

：

「
つ
：：

じ
.つ
.ま

を

あ

：
わ
.せ

る」

た
'め
に
、
..
適
当
に
付 

せ
ら
れ
た
名
前
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
検
地
：そ
の
も
の
の
.持
つ
性 

質
、''
::
.
:

「

耕
作
：レ
て
い
る
酋
姓
：そ
の
も
の
.よ
9
:も
"
.右
高
'
•
:収
量
が
問
題」

で
あ 

っ
た
办
ら
で
、
作

人

は「

そ
れ
ほ
ど
厳
:0
1
で
ー
は
な
か
.っ
た
>
そ
れ
が
江
戸
時
於 

の
木
質
•(

傍
点
引
州
者)

な
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
，か
。」

同
様
に
、
宗
門
帳 

に
示
さ
れ
る
無
も
::
"
検
地
帳
.ほ
ど
で
は
な
い
と
し
て
も
、
矢
張
り
農
民
の
移 

転
必
自
由
が
法
令
上
制
眼
名
れ
た
当
時
に
お
い
て
ば
”
.'
現
^
と
は
離
れ
た
も
の 

:と
な
0
て
行
く
。.「

真
の
象
は
’
；こ
の
背
後
|に
か
く
れ
て
い
る」

の
で
あ
る
。
 

、
鼠M

章
は
-
元
禄
I

莩
保
期
を
取
极
ぅ
。
.-
-
即
ち
：「

中
期
：の
農
民
層
分
化J

、 

「
电
期
め
©
品
流
通
ホ
；'-
1冲
期
：の
地
主
制」

の
■三
.節
か
ら
な
っ
て
ぃ
る
。

ほ
ぽ 

,元
禄
を
劃
期
と
七
て
農
民
層
：の
分
化
が
始
ま
る
：が
、
社
会
的
に
は
、
今
井
村
で 

ぃ
役
家
筋
と
言
^

れ
'る
.'
,
.
.
'ー0

軒
の
家
"(

こ
れ
は
.要
に
遡
れ
ば
四
..つ
の
A

中
,-
に

ま 

と

：め
'ら
れ
る)
，；が
、.「

た
ん
に
村
艰
人
に
な
り
得
る
家
筋
と
ー
い
っ
た
意
味
を
持
つ 

に
す
ぎ
なV

な
：っ
,て」

_、：或
る
者
は
石
高
を
減
少
さ
.せ
、：断
絶
す
石
家
も
出
て
来

る

ま
た
今
井
村
は
中
仙
道
筋
.に
位
匱
し
、
下
配
訪
宿
と
藍
尻
宿
の
間
の
^- 

休
.所
と
.な
つ
て
い
る
.の

で

. ^
る
が
'
街
道
孩
ぎ
と
し
て
の
牛
方
.の
.
.活
動
ー
が
::
,
»
ま
 

ず

商

ロ£
货

通

の

展

開

の
'最

初

の

段

階

を

劃

す

，
る

。

牛

方

は

主

.
野̂
麦
街
道
^

い
' 

.の
射
々
の
者
に
ょ
っ
て
営
ま
れ
る
が
、

「

交
通
の
.途
次
、(

今
井
村
の
.今
井)

作 

.

.，内

家

ょ

ゥ

食

糧

：

•

飼

料
-.
商
品
：.

(

穀
類〉

を
購
入
し
、ト
同
家
：を
商
品
流
琿
の
仲
：
 

介
者A

J

し
.で
- &
置
づ
け
'る
。
:'
'
:そ

し

て

同

家

は

単

な

ガ

商

人

^ -
:
仲

介

業

者

と

し

へ
 

文
と
ど
ま
ら
ず
、
-:
-次
第
に
，遠
隔
地
間
商
業
の
担
い
手
と
し
て
登
場
.し
て
来
る
:.
0 

正

徳

年

間

の

例

で

，
は

、
；
木

綿

.
古
手
•
麻
，•
煙
草
•
茶
等
が
主
な
取
扱
商
品
で 

あ
り
，
遠
く
尾
張
名
古
屋
方
面
か
ら
も
仕
入
が
行
わ
れ
て
い
る〜

逆
：に
附
近
の
：
 

商
品
を
名
古
屋
へ
蓮
び
、
-'
'
:か
：か
る
_「

遠
陽
地
間
の
価
格
差
を
利
用
し
て
の
商
業 

は
.
煙
草
の
，場
合
略
々
三
割
の
純
益
が
あ
.
.っ
た
。」

X

こ
れ
あ
の
商
品
が
売
捌 

は
ホ
内
や
近
村
で
行
つ
て
い
る
が
、
購
入
者
の
.名
前
を
見
る
と
そ
の
約
半
数
が 

作
内
家
と
社
会
的
べ
経
済
的
に
関
係
の
.あ
る
農
民
で
、
そ
の
传
金
の
：支
払
状
況 

か
ら
み
て
逆
に「

敗
等
が
商
品
流
通
に
接
触
す
る
，場
合
、
作
内
家
：の
：如
會
% -
カ 

'
な
亩
姓
忆
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た」

事
を
示
し
て
1;
>
る
。
し
か
し
、
 

享
保
期
に
至
る
と
、

か
か
る
上
膚
農
民
の
へ
ダ
モ
ニ
：丨
の
下
に
展
開
し
て
来
た 

商
品
流
通
の
外
に
:'
中
層
以
下
'の
農
民
が
，
養
蚕
ノ
廣
類
販
売
ャ
若
干
の
農
間
'.
' 

余
業的

-::7

::^

商

乗

，
.
，
.
.
.
中

馬

稼

等

を

'軸
と
し
；.て
，.
.
.
貨
幣
.獲
得
行
為
^

進
出
し
'治
.め 

る

^
か
し
元
禄
一
一
享
保
期
の
商
.品
流
通
は
、，
上
>
中
層
農
民
を
中
心
.と
す
'
. 

る
も
の
で
^「

が
.か
る
酿
品
流
通
(0
.限
界
が
、，|

..

.

(

中
略)

‘ 

.
！

上

，
中
農
獸 

を
刺
と
け
る
農
民
層
分
化
の
敗
界
七
そ
の
結
果
と
'し
て
、
.
' こ
の
時
期
待
有
の地

：：

. 

r主

•
.
小

作

関

係

を

成

立

せ

：
し

め

て

い

，
た

。」

,

'.
.
.
第0
章
で
は
、'
.主
：と
ん
で
女
化
>

^
政
期
を
中
：心
と
.し
、-
幕
末
期
に
至
る
商
ノ

.:

品

経

済

を

取

扱

ぅ

が

'-「

岡
谷
地
方
の
商
品
経
済

」

.
、
:'
■「

今

井

村V

小
井
川
村
の 

商
品
薇
済」

、.「

商
品
経
済
の
展
開
と
藩
財
政

」
の
一
一

一 :

節
か
ら
成
る
。
次
章
と
共 

^.

に
本
書
の
半
ば.
近

く

を

占

め

て

い

る

。

こ

の

時

期

に

は

、
-
.
.
前

章

に

お

い

て

そ

の 

萌

芽

が

み

ら
.れ

た

製

糸

業

が

，

岡

谷

地

方

全

般

：：に

つ

い

：

V

言

え

ば

織

.布

業

を

も 

,

,^

め
..て
.
.
.
.
.沐

書̂

に
.
展

開

し
L

わ
：ゆ

る.マ
，—
.
.ュ
：
：フ
，

.
ァ

ク

チ'
ュ
，，
.ァ
.
_の

形

成

を

み
. 

.

る

に

至

るr

既

吃

昨

馬.，
；
ぱ

彻

章
!0
.著
者
矢
木
氏
は
.

』

日
本
近
代
製
糸
業
の
成 

立』
M

お
.
.
.い
て
、̂

界
：に.多
大
の
反
麵|
を
呼
ん
だ
。
本
章
に
•お
い
て
も
視
野
を 

.

今
井
村
：一
村
か
ら
岡
谷
地
方
一
帯
に
拡
太
し
、

.

か
か
る
商
品
経
済
の
展
開
に^.- 

.

.
応
す
る
賴
訪
藩
の
藩
政
改
革
や
藩
財
政
の
検
許
^
，か
ら
ネ
せ
な
が
ら
論
旨
を
展 

開
さ
れ
て
い
る
。^
こ
の
時
期
に
至
名
と
、

単

T

小
家
族
の
社
会
的.
.
.
•経
済
的
自
" 

立
が 
' 

彼
等
を
直
接
商
品
：
.流
通
の
.
流
れ
に
.
ま
き
込
み
、
農
民
曆
の
分
解
が
' 

一
' 

.
方
^

お
け
る
社
会
的
分
業
の
進
展
及
び
国
内
市
場
の
形
成
と
共
に
、
資
本
主
義 

成
立
め
準
備
を
お
し
進
妁
る
プ
そ
れ
ほ
村
内
セ
は
職
業
の
分
化
，
農
民
の
農
業 

か
：ら
の.離
脱
と
な
っ
て
現
象
す̂

の
.
で
あ
る
が
、,
そ
0

|

方
：で

は

，

(

産
業)

資 

本
の
生
産
：支
配
が
、

マ
ニ
エ
一
フ
：

7

ク
チ
ュ
ァ
を
成
立
せ
し
め
る
。
こ
の
地
方
の 

製
糸
i

f
'.
c
>
検
証
を
通
じ
て
、

か
か'る
結
論
に
到
達
さ
れ
て
い
る
の
で
，あ
る
。
そ 

I

て

.「
0
5
/

屋
.带
度
で
.あ

，
る

：
こ

と

と

：

.
マ
'
;
.
.
.
.
二

 

.3-

が
多
-<

な
.る
こ
.
と
は
確
^
.
.に
.
.意
味
、
；
^
, 

違
ぅ
が
、
さ
り
と
て

.
も
つ
と
大
き
な
点
に
注
目
す
れ
ば

/

,

ど
ち
ら
だ
っ
て
経
済 

の
お
.か
れ
て
い
る
発
展
段
階
に
大
差
は
な
.い
.,
-
.
と
‘
主
張
さ
れ
て
い
る
。

第
五
：章
は
、「

近
世
後
期
め
農
民
層
分
解

」

广

「

後
期
の
地
主
制」

.

の
ー
.ー
節
か 

ら
.な
り
、

マ
ニ.
ュ.
ァ
ァ
ク
チ
ュ
ァ

.
の
成
立
、
小
作
人
層
の
■脱
農
化
の傾
向
の
.中
.
 

で

，'
^

働
力
.
の
確
保̂

J.

困
難
わ
：な
っ
て
行<

#

电
が
如
何
に
：対
応
；せ
ね
ば
な
ら 

，
な

か-^
だ

か

ご

又

が

が

る

農

民

層

分

解

め

内

容

を

詳

細

に

検

討

さ

れ

バ

豊

富

な



史
料
や
図
表
と
共
に
厚
味
の
あ
る
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

.

.
第
六
章
は「

農
村
共
同
体
吖
変
化」

、

「

村
方
騷
動」

、

第
七
章
は「

維
新
の
へ

:

..

^
~

-

^

:-
4
:

^

^
:̂

M

-

-

^

v

;̂
:̂

^

^

-

:i
f
i

B #
:

i )_

:$
^
J
<

?
i
>-
:

J

6

©;
^

v

.v
'
: 

こ
の
分
野
に
、
貴
重
な
新
鮮
な
視
角
と
分
析
成
果
と
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。

見
ら
れ
る
研
究
方
法
と
そ
の
成
果
は
、
と
か
X
抽
象
的
な
論
理
の
設
定
に
急
ぎ 

_

ホ

; ^
且
つ
^

''
.
'ー«

の
頑
さ
に
略
っ
'た
感
の
.あ
；る
昨 

」 

界
に
、
.自
由
な
立
場
.で
発
言
を
加
‘え
ら
れ
た
.涼
，風
.で
あ
'る
と
言
ぅ
.こ
.と
が
で
き 

'，る
.。'
.勿
論
本
書
に
示
さ
れ
る
方
向
を
茶
定
す
る
人
.々
.も
多
い
で
あ
ろ
デ
が
、
か

. 

V
か
る
人
々
に
も
一
つ
の
刺
激
剤
と
な
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
評
者
と
て
、
勿 

論
、

/■
>
-

」

れ
を
全
面
的
に
肯
萣
す
る
も
の
で
杖
な
い
が
、
こ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
の 

,
長
年
に一

旦
る
研
究
活
動
に
.は
敬
服
し
、，.本
書
を
与
え
ら
れ
た
学
界
の
，：ー.負
と
.し

. 

.'
て
そ
の
^
在
の
意
味
を
'1
+
分
に
見
究
：め
泠
い
，
ま

た

:'
-
本
書
は
-:
'
會
州
£
:
農 

村
^
中
心
と
す
る
研
^'
で
あ
る
が
、
屢
々
引
用
さ
れ
て
.い
る
如
く
、.『

平
圩
村 

誌』

：
.

『

顆
訪
史
料
叢
書』

.
n

a

.っ.

.

.
_
た
貴
重
.な
地
方
史
研
究
'!
0
_
.
.
成
.果
.を)
十
分
に
§
. 

:用
さ
れ
て
い
义
事
に
も
注
.目
1
た

：
い
，
;'
:.;0豊
賓
な
史
贫
と
、
％

問
研
究
.に
関
す
る
：
.'
' 

古
い
伝
統
を
有
す
る
こ
の
地
の
、
そ
c >
.伝
統
を
建
設
的
に
齡
承
さ
れ
て
い
る
本 

書
に
、
.地
方
史
研
究
と
、
本
来
の
歴
史
研
究
と
の
結
節
の
一
つ
の
成
功
し
た
例 

を
見
出
す
こ
■と
は
間
違
い
.だ
ろ
ぅ
.か
、？ 

■

.

.L
か
し
、.
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
.-
疑
問
の
い
べ
.つ
か
.
.は
残
る
。
近
世
中
期
の
商 

品
流
通
と
後
期
の
商
品
流
通
と
の
'^
続
性
、
或
い
は
関
係
に
つ
い
て
は
、
検
討 

Q

必
要
が
示
さ
れ
な
亦
ら
、
'
,
汁
分
な
成
功
を
示
し
：て
1'
を
と
：ば
：言
え
な
い
し
、

i

-

(

八
五
一一 )

.
;

.

.

.

.

「

商
品
流
通J... 

■.
い̂
う
概
食
と
.「

商
品
.経
済」

.

.：と
'い
、う
.概
念
.の
関
係
_
,に'つ
1い
.て
；%:
' 

ハ：满
肩
：:5
?
-ぬ
^

^ :
へ̂

ニ
；% '
で

淹

さ

；
れ

た

検

概

帳

登

録

人

©;
'掛
格
_

_
そ
れ
は
厳
_ 

密
さ
に
お
い
て
否
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、—

に
も
拘
ら
ず
、：
第

五

章

.C 

-■
';本
い
ズ
泰
矢
張
汝
^
来
0
如
.

|
請
人
.の
持
务
济
1
賢

斯
^ '
を

乐

す

も

の

と

し
 

.て
表
示
さ
れ
.(

第
九
六
表)

て
い
る
点
は
ど
}
理

解

す

れ

尤

ょ

い

！)
'
。

こ
れ
ら
の
全
体
を
通
じ
で
の
疑
問
は
、
勿
論
そ
れ
ほ
ど
本
質
的
な
問
題
，で
あ
. 

ハ
る
-i
は

言

え

；
な

。

と

七

”て
:%
'■
'■>
:分

厚
な
著
書
で
あ
る：

に
拘
ら
ず
索
引
を
欠
い
て 

い
る
事
と
共
に
、
矢
張
り
批
判
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
.
.
：

'

;

中
村
氏
.
.の
顏
筆
さ
れ
た
.第
ー
ー
章
.に
つ
い
.て
.言

え

ば

^
^
^
評

者

办

直

接

閼

心

の

あ
 

る
と
と
ろ
だ
け
に
、教
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
:%
多
い
し
、_
時
に
疑
問
.*

も
多
い
。
. 

そ
れ
ら
の
い
く
つ
か
に
関
し
て
.は
既
忙
発
表
し
た
'.(

前
掲
拙
稿
参
照)

し
、
又. 

こ
こ
で
余
り
深
く
立
ち
入
.る
事
は
で
き
な
い
が
、
若
干
の
疑
問
を
ー
ホ
し
て
お
..こ 

う
':
6
ま
ずV

検

地

帳

廣

録

人

の

性

格

に

.
つ

.1
'
て

は

、.'
'
評

者

も

近.：い

考

え

を

.
有

し
 

て

い
.る

の

で

あ

る

が
'、
検

地

帳

の

史

料

的

，評

価

：
に

つ

い

'

V

は
、
右
高
が
先
行
し
'' 

そ
れ
に
合
わ
せ
る
た
め
に
適
当
.に
作
成
さ
*

た
%
.の
で
あ
る
と
か
、
或
パ
太
、

.

短
期
間
.

0

間)

に
正
確
な
測
；量
が
な
さ
れ
る
篦
が
な
い
と
い
•う
理
解
の
仕
方
、

0 

に
か
か
^
理
解
を
、：

全
国
的
に
.城
大
-1
.
て
.考
克
て
ょ
い
一
か
否
が
，
に
つ
1>
C
は 

矢
張
り
も
う
少
し
対
料
が
欲
1>
:い
七
こ
6;
で
あ
る
„
.
.太
閤
検
也
邊
は
、
全
く
、
 

秀
吉
の
命
令
に
間
に
合
う
ベ
く
作
腺
：さ
れ
た
、
/ 

§
の
.現
実
を
も
反
映
し
な
い
.

1.
つ
の
•フィクションに

•す
ぎ
な
が
っ
た
の
•
.だ
ろ
う
か
？

勿
論
そ
れ
は
現
実 

の
農
民
の
家
族
や
-
她̂

：
所

有

、
に

つ

い

.て
正
確
な
関
係
は
何
等
粉
語
ら
：な
い
.と
し 

て
.
A
 

.

.

若
し
そ
.れ
•を
主
張
さ
れ
る
な
ら
ば
.
::
'
:不
正
確
さ
は
史
料
.の
持
つ
普
1-
的 

な
性
，格
な
.の
で
あ
つ
て
、
す
べ
て
の
史
料
は
何
物
を
も
物
語
ら
な
い
こ
と
と
な

っ
て
し
ま
ぅ
。
我̂'

に

と
^

て
必
要
な
の
は
、へ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の

.

史
料
：か
或
立
の
歴'

'
 

史
的
条
件
か
：ら
、
そ
の
史
料
の
物
語
石
：阪.#を
劃
定
す
る
こ> :

:

で.
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